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「赤い羽根共同募金」に協力する民生委員・児童委員（10月上旬）

民生委員制度創設100周年
　民生委員制度は、大正６年に岡山県で誕生した「済世顧問
制度」が始まりです。翌大正７年には大阪府で「方面委員制度」
が発足し、昭和３年には方面委員制度が全国に普及しまし
た。戦後（昭和21年）、民生委員令の公布により名称が「民生
委員」に改められました。
　この間、生活困窮者の支援に取り組むとともに、地域の福
祉増進のために常に重要な役割を果たしてきました。
　平成29年、民生委員制度は、済世顧問制度創設から100周
年を迎えました。

民生委員制度創設
100周年シンボルマーク
（全国民生委員児童委員連合会）
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私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

昨
年
十
二
月
に
三
年
に
一
度
の
全
国
一

斉
改
選
を
迎
え
、
野
々
市
市
で
は
、
四

地
区
（
本
町
、
富
奥
、
郷
、
押
野
）
で

新
た
に
九
十
八
名
が
厚
生
労
働
大
臣
と

県
知
事
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。
ま

た
、
今
回
退
任
さ
れ
た
方
々
に
は
大
変

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
地

域
に
お
い
て
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活

動
に
対
す
る
良
き
理
解
者
と
し
て
、
お

力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

民
生
委
員
制
度
は
、
大
正
六
年
に
岡

山
県
に
お
い
て
「
済
世
顧
問
制
度
」
と

し
て
創
設
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の

な
か
で
制
度
に
関
わ
っ
た
人
た
ち
に
よ

り
、
創
設
以
来
の
「
常
に
地
域
住
民
に

寄
り
添
う
心
」
を
引
き
継
ぎ
、
一
〇
〇

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
は
、

こ
の
先
人
た
ち
の
足
跡
を
記
念
し
、
あ

わ
せ
て
未
来
に
向
け
た
活
動
に
つ
な
げ

て
い
く
た
め
の
節
目
と
し
て
、
本
年

七
月
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
お
い
て

「
一
〇
〇
周
年
記
念
式
典
」
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
石
川
県
で
も
十
一
月

に
県
立
音
楽
堂
に
お
い
て
記
念
式
典
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
一
人
で

も
多
く
の
方
々
に
民
生
委
員
制
度
や
そ

の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
活
動
に
携
わ
る

者
と
し
て
心
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

今
日
で
も
、
制
度
創
設
以
来
の
課
題

と
さ
れ
る
貧
困
問
題
を
は
じ
め
、
高
齢

者
、
障
が
い
者
や
児
童
な
ど
へ
の
虐
待

や
人
権
侵
害
も
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、

人
び
と
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
の
新
た
な

制
度
や
法
律
の
改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
行
政
を
は
じ
め
関
係
団
体

も
加
わ
り
協
働
活
動
に
よ
り
地
域
共
生

社
会
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
も
地

域
の
な
か
で
見
守
り
な
ど
の
支
援
活
動

を
は
じ
め
、
関
係
機
関
へ
の
協
力
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
人
の
つ

な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
た
地
域
の
な
か

で
虐
待
や
貧
困
に
陥
っ
て
い
る
に
も
拘

ら
ず
、
そ
れ
が
見
え
づ
ら
い
こ
と
が
課

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
つ
な
が
り
が
強
ま
り
、
笑
顔

が
見
え
る
街
を
め
ざ
す
た
め
、
今
後
と

も
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
理
解
と
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

※本誌は、「障がい者」と表記していますが、法律名や固有名詞は、そのまま記載しています。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
隣
人
愛
を

も
っ
て
、
社
会
福
祉
の
増
進
に

努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
常
に
地
域

社
会
の
実
情
を
把
握
す
る
こ
と
に

努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
誠
意
を

も
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
上
の

相
談
に
応
じ
、
自
立
の
援
助
に

努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
す
べ
て
の

人
々
と
協
力
し
、
明
朗
で
健
全
な

地
域
社
会
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
常
に
公
正

を
旨
と
し
、
人
格
と
識
見
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

笑
顔
が
見
え
る
街

民
生
委
員
制
度
一
〇
〇
周
年

野
々
市
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　
　
　
　
会
　
長
　
前
川
　
一
夫

委嘱状伝達式　12月1日

歳末たすけあい施設慰問　12月22日
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本
委
員
会

は
、
老
人
福
祉

法
、
介
護
保
険

法
に
基
づ
く
協

力
活
動
の
計
画

推
進
の
た
め
、

研
修
や
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

今
期
は
「
ま

ず
、
現
状
を
知

ろ
う
」
と
い
う

こ
と
で
、
次
の

活
動
を
行
い
ま
す
。

①
知
識
を
高
め
る

（
福
祉
行
政
、介
護
制
度
、施
設
の
種
類
や
特
徴
等
）

②
視
察
研
修

（
高
齢
者
や
地
域
連
携
が
あ
る
施
設
等
）

③
具
体
的
な
地
域
活
動

　

人
口
増
加
の
野
々
市
市
で
も
高
齢
化
率

十
八
・
六
七
％
（
平
成
二
十
八
年
九
月
末
現
在
）

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
実
態
は
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
、
高
齢
者
家
族
要
介
護
者
の
増
加
で
す
。

豊
か
な
人
生
経
験
を
持
つ
高
齢
者
が
幸
せ
な
気

持
ち
で
生
活
で
き
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

福
祉
活
動
に
関
わ
る
一
員
と
し
て
、
知
識
や

感
性
を
高
め
、
見
守
り
や
相
談
活
動
を
通
じ
、

必
要
な
援
助
を
住
民
の
立
場
に
た
っ
て
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
皆
様
の
ご
意
見
ご
協
力
を
戴

き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
活
動
と
し
て

一
、
研
修
会
の
開
催

・
発
達
障
が
い
者
を
知
ろ
う

・
障
が
い
者
と
障
害
者
差
別
解
消
法
の
理

解
の
た
め
に

一
、
視
察
研
修
、
施
設
見
学

一
、
野
々
市
市
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
参

加
協
力

　

発
達
障
が
い
者
研
修
で
は
、
四
月
か
ら
発
達
相

談
セ
ン
タ
ー
（
※

注
）
が
開
設
、
今

後
、
相
談
や
支
援

の
場
所
と
し
て
活

用
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、

障
が
い
者
と
健
常

者
が
へ
だ
た
り
な

く
、
普
通
に
接
し

て
、
声
か
け
、
寄

り
添
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、地
域
の
方
々
と
色
々
な
関
わ
り
を
持
っ

て
福
祉
活
動
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※
注　

問
い
合
わ
せ

　
　
　

野
々
市
市
菅
原
町
八
番
三
十
三
号

　
　
　

☎
２
４
８
―
１
３
３
３

　

本
委
員
会
の
活
動
は
、
児
童
福
祉
法
で
指
定

さ
れ
て
い
る
十
八
歳
未
満
の
児
童
と
妊
産
婦

が
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
成
で
き
る
よ
う
、

地
域
の
状
況
把
握
、
援
助
及
び
指
導
、
活
動
支

援
、
福
祉
の
増
進
、
行
政
へ
の
協
力
等
を
図
る

た
め
、
研
修
会
・
関
係
施
設
の
訪
問
等
の
活
動

を
行
い
、
各
委
員
の
知
識
・
識
見
向
上
を
図
れ

れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

一
年
目
の
活
動

は
、
地
域
の
「
い

じ
め
・
不
登
校
」

「
虐
待
、
非
行
、

暴
力
、
補
導
」

等
、
状
況
の
把
握

と
対
応
を
主
に
研

修
を
行
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

二
年
目
は
、妊

産
婦・乳
児
・
幼
児
の
生
活
・
環
境
状
況
の
把
握

と
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
の
提
供
の
知
識
向
上
を
研
修

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

三
年
目
は
、
子
ど
も
の
貧
困
の
状
況
把
握
と

対
応
情
報
提
供
、
援
助
指
導
等
の
知
識
向
上
を

研
修
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
市
民

は
、
健
康
で
文
化

的
な
生
活
を
望
ん

で
い
ま
す
が
、
残

念
な
が
ら
中
に
は

生
活
に
困
っ
て
い

る
方
も
見
ら
れ
ま

す
。
私
た
ち
民
生

委
員
・
児
童
委
員

は
、
日
々
の
活
動

を
通
じ
て
対
象
に

な
ら
れ
る
方
を
早
期
に
把
握
し
、
公
的
支
援
活

動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
積
極
的
に
助

言
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

生
活
福
祉
委
員
会
と
し
て
、
困
窮
な
ど
で
真

に
助
け
を
求
め
る
方
々
を
支
援
す
る
に
は
、
自

ら
が
必
要
な
知
識
の
習
得
に
努
め
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
専
門
知
識
を
有
す
る
講
師
に
よ

る
勉
強
会
や
生
活
福
祉
に
関
係
す
る
施
設
等
の

訪
問
計
画
を
策
定
中
で
あ
り
ま
す
。

　

各
委
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
か
ら
推
薦
さ
れ

た
方
々
で
、
任
期
の
三
年
間
を
鋭
意
努
力
し
、

市
民
の
信
頼
を
よ
り
高
め
る
つ
も
り
で
あ
り
ま

す
。

平
成
二
十
九
年
度 

福
祉
委
員
会
活
動

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
四
つ
の
福
祉
委
員
会
に
分
か
れ
、
専
門

分
野
と
福
祉
問
題
に
つ
い
て
学
び
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

（
主
任
児
童
委
員
九
名
含
）

高
齢
者
福
祉
委
員
会

障
害
者
福
祉
委
員
会

児
童
福
祉
委
員
会

生
活
福
祉
委
員
会

二
十
四
名

二
十
二
名

二
十
九
名

二
十
三
名

　

高
齢
者
福
祉
委
員
会 

 
 

委
員
長  
種
池
　
美
智
子　

　

障
害
者
福
祉
委
員
会 

 
 

委
員
長  

米
田
　
貞
子　

　

児
童
福
祉
委
員
会 

 
 

委
員
長  

吉
本
　
章
男　

　

生
活
福
祉
委
員
会 

 
 

委
員
長  

川
本
　
　
宏　

高齢者施設研修

発達障がい研修会

教育現状研修（堂坂教育長）

救急救命講習会
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本町2丁目 
種池美智子
　２４８-２３７１

本町5丁目 
渡瀬フミエ
　２４６-２４３８

横宮町 
南　　俊朗
　２４６-１１９５

住吉町
松田　詩子
　２４６-６４５７

中林丸の内
篠田　育子
　２４８-９５８５

粟田1丁目
吉本　章男
　２４８-８７７４

上林1～3丁目
北川美由喜
　２４６-１６３４

本町1丁目県営
宮本　一郎
　２９４-５２８６

本町4丁目 
田圃志津子
　２４８-１６１１

若松町
林　　正一
　２０１-８４３２

住吉町 
石黒　健二
　２０５-４３１７

新庄5・6丁目
越田陽志榮 
　２４８-６２５３

中林 
小島　敏枝
　２４８-５７９０

矢作3丁目
早川　恵子
　２４６-２４４６

本町1丁目
高木　榮子
　２４６-５１７６

本町4丁目 
若松奈美江
　２９４-５８９６

若松町 
直喜　節子
　２４６-５９６６

住吉町
福野　悦美
　２４６-１８５５

白山町
佐藤美智子
　２４８-０１８２

新庄5丁目 
林　八千代
　２４８-６２１６

矢作3・4丁目
今市　幾子
　２４６-５０５９

本町1丁目
古川　芳江
090-1631-9792

本町3丁目 
平元　英子
　２４６-２３０３

本町6丁目
田圃外茂子
　２４８-７３７５

扇が丘
松田　芳美
　２４８-４０２５

菅原団地
鈴木　久子
　２４８-２２９６

新庄4丁目 
髙桑　絹子
　２９４-０３４０

矢作1・2丁目
山本　峰子
　２４８-０７２６

本町1丁目 
髙橋　吉隆
　２４８-１００７

本町3丁目 
石島紀代美
　２４６-３９３７

本町6丁目
伊藤　久子
　２４８-２０８１

扇が丘
泉　　岳夫
　２４８-５１０１

菅原団地
勝村　清和
　090-5687-6040

新庄3丁目
岩本　郁夫
　２４６-２２４６

新庄1丁目
林　　惠子
　２４８-４２０２

粟田6丁目
三浦千恵子
　２４８-４９５０

粟田3丁目
児玉　雅士
　２４８-５９７０

本町2丁目
越野　鈴江
　２４８-００６９

本町5丁目 
前川　一夫
　２４６-３６２７

高橋町
寺岡　妙子
　２４６-１５９７

菅原町
川中　惠子
　２４６-４６５１

新庄2丁目
髙野まり子
　２４６-３２５７

上林4・5丁目
飯田　康子
　２９４-５４１０

粟田4丁目
桑本恵美子
　２４８-３６４０

粟田3丁目 
中村　洋子
　２０７-３９２９

粟田2丁目
藤井　好子
　２４８-０４０６

本
町
地
区

富
奥
地
区

会
長 

前
川
　
一
夫

会
長 

下
　
　
幸
子

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
皆
様
方
の
地
域
を
担
当
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
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太平寺1丁目
今村　　昇
　２４６-４８５６

三日市
牛上　信夫
　090-3299-5800

押野3丁目 
杉原登美子
　２４８-８４９１

御経塚1丁目
塚本智佳子
　２４８-１５０３

本町地区
徳野三知應
　２４８-１０６９

位川
岩館　政昭
　090-1392-2271

郷
中村　行也
　２４８-３０７５

押野２丁目
井守伊保子
　２４６-５６８５

押野1丁目
初野　健二
　２４８-１７５０

野代
西川　久栄
　２４８-５８００

押野地区
北川ひとみ
　２４８-１７５２

下林2～4丁目
長　　保夫
　２４８-５８５４

徳用
古田　和美
　２４８-３４０５

押越2丁目 
雪垣　朋子
　２４８-７２３１

押野地区
宮前　一夫
　２４８-０３２９

下林1・4丁目
領毛久美代 
　２４８-２３４３

末松
米谷　明美
　２４６-４６５９

稲荷1丁目
清水　誠治
　２４８-４１５５

稲荷2丁目
村　　宏和
　２４６-７５７３

堀内・三日市
東　　伸明
　２４８-０２６０

押越1丁目 
宮浦　文夫
　２４８-２３０２

あすなろ団地
奥野　朝子
　２９４-２００６

郷地区
西川千惠子
　２４６-１８１６

藤平田2丁目
米田　貞子
　２４６-４０８５

三納3丁目
相山　啓子
　２４８-８６１５

清金・清金団地
岸本三喜代
　２４８-７３５７

太平寺3丁目
下　　幸子
　２４８-４６８８

田尻町・蓮花寺町
東　　京子
　２４８-５８０８

堀内1～4丁目
深谷　春江
　２４８-３０７８

柳町
村中　　麗
　２７６-３３７６

二日市
高野外志夫
　２４６-２９２１

押野5丁目 
澤田美知香
　２４６-０６７２

押野4丁目
吉岡　   潤
　２４８-５１７７

あすなろ団地
中田　和子
　２４６-１４４５

あやめ
田村　和義
　２４９-０１８９

郷地区
安川　正春
　２４６-１９５９

富奥地区
永下　宣之
　２４6-０３５８

藤平・藤平田
北　　康子
　２４８-１７２９

三納1・2丁目
山田　京子
　２４６-６０７３

太平寺4丁目
炭谷　好子
　２９４-０３３２

太平寺2丁目
大森　克成
　２４８-６３０３

堀内5丁目
髙木　由次
　２４８-０４５４

稲荷3・4丁目
泉　栄太郎
　２４６-１７３８

長池町
川本　　宏
　２４６-０５０８

二日市
卯野　　睦
　２４８-１０８６

押野5丁目
岡田　　稔
　２４８-７６７４

押野6・7丁目
西村　友子
　２４８-５４５５

あすなろ団地
木村由紀栄
　２４８-１７６６

御経塚2～5丁目
黒口　松男
　２４６-５６８６

富奥地区
川畑佳代子
　２４８-５７３４

富奥地区
池田千可子
　２４８-３６２８

郷
地
区

押
野
地
区

主
任
児
童
委
員

会
長 

東
　
　
伸
明

会
長 

吉
岡

　
　
潤

本町地区
絹川　　博
　２４６-４２７５
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
受
け
て

本
町
地
区　

寺
岡

　
妙
子  

　

民
生
委
員・児
童
委
員
の

活
動
を
は
じ
め
て
、半
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

軽
い
気
持
ち
で
受
け
ま
し
た
が
、
こ
こ

に
来
て
荷
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

野
々
市
市
に
居
住
し
て
四
十
数
年
、
全

国
住
み
良
い
町
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
常
に
上

位
で
あ
り
、
地
域
住
民
と
の
ふ
れ
合
い
を

大
切
に
し
つ
つ
、
関
わ
っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
見
守
り
、

こ
れ
か
ら
未
来
の
あ
る
子
ど
も
達
の
通
学

路
の
見
守
り
な
ど
、
地
域
の
人
々
と
の
パ

イ
プ
役
と
な
っ
て
行
く
つ
も
り
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
諸
先
輩
の
皆
様
に
助
け
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
一
つ
一
つ
勉
強
し
て

行
き
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

な
っ
て
思
う
こ
と

　
　
　
　
富
奥
地
区　

岩
本

　
郁
夫

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
な
っ
て
半
年
、
会
合
の

日
程
を
見
て
、
大
変
な
任

務
を
引
き
受
け
た
な
と
思
い
ま
し
た
。
ま

だ
私
は
会
社
に
行
っ
て
い
る
の
で
平
日
の

会
合
は
、
有
休
を
使
っ
て
出
席
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
年
目
な
の
で
、
な

る
べ
く
出
席
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

三
年
前
、
九
十
二
歳
の
母
が
病
院
で
亡

く
な
っ
た
時
に
よ
く
耳
に
し
た
、
「
デ
イ

ケ
ア
、
要
介
護
、
介
護
認
定
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
な
ど
の
言
葉
が
思
い
出
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
末
、
歳
末
た
す
け
あ
い
慰
問

に
行
っ
た
時
、
慰
問
施
設
の
多
さ
に
は
驚

き
ま
し
た
。
職
員
の
人
達
は
、
大
変
だ
な

あ
と
思
っ
て
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
れ
に

町
内
に
も
多
く
の
対
象
者
が
い
る
の
に
も

驚
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
訪
れ
る
老
後
に

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
し
て
良
か
っ
た

と
思
え
る
よ
う
、
今
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
が
ん

ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
る
日
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ
に
て

郷
地
区　

深
谷

　
春
江

　

平
日
の
昼
下
が
り
。

コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
か
ら

い
い
香
り
が
漂
っ
て
き
ま

し
た
。

　

一
番
乗
り
は
、
八
十
歳
代
の
男
性
で

す
。
た
だ
そ
こ
に
い
る
だ
け
で
存
在
感
が

あ
る
方
で
す
。
い
つ
で
し
た
か
、
こ
の
カ

フ
ェ
を
町
内
の
み
な
さ
ん
に
定
着
さ
せ
た

い
の
だ
と
、
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
と
い
え
ば
、
な
ん
と
な
く
月

一
度
の
こ
の
カ
フ
ェ
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
で
す
。

　

し
ば
ら
く
し
て
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
推
薦
を
わ
た
し
は
受
け
ま
し
た
。

　

世
間
知
ら
ず
の
わ
た
し
が
引
き
受
け
て

大
丈
夫
だ
ろ
う
か
。
随
分
不
安
に
思
い
ま

し
た
。

　

地
域
の
見
守
り
隊
。
そ
の
活
動
は
、

ゆ
っ
く
り
あ
せ
ら
ず
。
決
し
て
お
節
介
で

は
な
い
地
域
の
人
た
ち
と
の
関
係
。

　

目
上
の
方
に
は
敬
意
を
払
お
う
。
だ
っ

て
み
な
さ
ん
が
人
生
の
先
輩
で
す
も
の
。

人
生
っ
て
不
思
議
で
す
。
会
う
人
に
よ
っ

お年寄りと子どものフェスティバルに協力

地域福祉推進員合同研修会
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こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
後
日
、
育
て
に
く

い
子
ど
も
に
つ
い
て
地
域
の
保
護
者
の
方

か
ら
相
談
を
受
け
「
あ
っ
! !
こ
う
い
う
こ

と
な
ん
だ
」
と
自
分
の
役
割
を
実
感
し
た

日
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
主
任
児
童
委
員
の
役
割

を
広
く
周
知
し
て
い
く
と
共
に
、
も
っ
と

子
ど
も
自
身
の
悩
み
や
子
育
て
で
困
っ
て

い
る
方
々
の
声
を
聞
き
、
必
要
と
さ
れ
る

支
援
に
繋
げ
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
達
が
地
域
の
中
で

幸
せ
に
過
ご
せ
る
た
め
に
・
・
・
。

て
、
様
々
な
場
所
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ

る
。

　

沢
山
の
知
ら
な
い
こ
と
を
教
え
て
く
れ

る
。そ
し
て
、自
ら
を
引
き
上
げ
て
く
れ
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
一
日
一
日
を
ゆ
っ
く
り
、

丁
寧
に
過
ご
し
て
行
き
た
い
。

　

毎
月
の
定
例
会
も
回
を
重
ね
る
ご
と
に

多
く
の
人
た
ち
に
関
わ
り
、
多
く
の
英
知

に
触
れ
、
そ
れ
ら
は
、
こ
れ
か
ら
の
毎
日

の
糧
に
な
る
と
わ
た
し
は
確
信
し
て
い
ま

す
。

　

笑
顔
が
笑
顔
を
連
れ
て
き
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
こ
の
活
動
を
通
じ
て
多
く
の
方
々

に
笑
顔
が
連
な
っ
て
行
き
ま
す
よ
う
に
。

感
謝
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
な
っ
て

　
　
　
　
　
押
野
地
区　

田
村

　
和
義

　

今
回
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
数
か

月
経
ち
ま
し
た
。
ま
ず
民

生
委
員
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
な
に
も
わ

か
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

何
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
前
任
者
や
先
輩

方
に
す
べ
て
聞
き
な
が
ら
な
ん
と
か
や
っ

て
い
る
次
第
で
す
。

　

十
二
月
に
委
員
と
し
て
の
活
動
が
始
ま

り
、
最
初
の
活
動
は
歳
末
の
施
設
慰
問
で

し
た
。
以
前
は
施
設
の
仕
事
を
し
て
い

た
の
で
毎
年
寄
付
の
品
物
を
受
け
取
る
側

で
し
た
が
、
今
度
は
お
届
け
を
す
る
側
で

す
。
以
前
に
も
増
し
て
皆
さ
ん
の
善
意
が

実
感
で
き
る
体
験
で
し
た
。

　

あ
や
め
町
内
会
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
が
あ
り
、
こ
こ
に
い
る
だ
け
で
高
齢

者
や
子
ど
も
達
の
様
子
が
よ
く
わ
か
り
ま

す
。
カ
フ
ェ
の
役
割
は
大
き
い
と
思
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
私
も
美
味
し
い
ラ
ン
チ
を

食
べ
な
が
ら
皆
さ
ん
と
話
す
の
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

　

自
分
の
仕
事
も
か
か
え
な
が
ら
の
活
動

で
も
あ
り
、
福
祉
推
進
員
な
ど
皆
さ
ん
に

助
け
ら
れ
な
が
ら
の
活
動
に
な
る
と
思
い

ま
す
が
、
な
ん
と
か
頑
張
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　　
今 

私
に
で
き
る
こ
と

　
　
　
主
任
児
童
委
員　

池
田

　
千
可
子

　

主
任
児
童
委
員
と
し
て

十
二
月
に
委
嘱
を
受
け
、

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

研
修
を
受
け
る
度
に
少
し
ず
つ
で
す

が
、
活
動
の
内
容
や
役
割
を
理
解
し
て
き

ま
し
た
。
先
輩
方
か
ら
は
ま
ず
地
域
の
生

活
や
子
ど
も
の
姿
を
知
る
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
そ
れ
に
は
自
ら
進
ん
で
地
域
住
民

の
一
員
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
信
頼
関

係
を
結
ぶ
第
一
歩
で
あ
る
と
学
び
ま
し

た
。
あ
る
地
域
の
保
育
園
行
事
に
参
加
し

た
時
の
こ
と
で
す
。
司
会
者
か
ら
、
主
任

児
童
委
員
に
は
こ
の
よ
う
な
役
割
が
あ
り

ま
す
と
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お年寄りと子どものフェスティバルに協力

お年寄りと子どものフェスティバルに協力
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　今年は、民生委員制度100周年という節目の年になり、広報委員会も新たな
メンバーでスタートしました。委員長になり不安な中、各委員の皆さんに助け
ていただきながら、第６号を発行することができました。
　「民児協だより」を通じて、市民の皆様に、民生委員・児童委員の活動を広く
知っていただけたら幸いです。

　　　　　　　　　　  　（山田京子）

平成29年6月1日 第6号（通巻29号）
編集・発行
野々市市民生委員児童委員協議会
〒921-8815
石川県野々市市本町5丁目18番5号
野々市市社会福祉協議会内
TEL 246-0112/FAX 246-0169

民生委員児童委員研修会　２月23日

地域福祉推進員合同研修会　3月23日

消費生活講座「落語」　3月23日

※お年寄りと子どものフェスティバル協力　9月25日

※野々市市障害者スポーツ交流大会協力　10月30日

新組織会　12月1日

「民生委員児童委員の日」PR　5月12日

※「北国街道野々市の市」での街頭募金協力　10月9日

※ミニ門松づくり協力　12月24日

※ひとり暮らし高齢者会食会協力　10月24日

老人福祉センター椿荘の清掃奉仕　5月8日

役員施設研修会（輪島市）　8月29日

※赤い羽根共同募金　10月1日

※お年寄りと子どものフェスティバル協力　9月25日

民児協独自の活動や、行政及び関係機関との協力活動も行っております。

※印は社会福祉協議会主催


